
は
じ
め
に

五
山
文
学
は
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
室
町
時
代
を
通
し
て
、
京
都
、
鎌
倉
の
五

山
の
禅
僧
た
ち
を
中
心
に
、
盛
ん
に
作
ら
れ
た
漢
詩
文
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も

梅
を
詠
ん
だ
詩
が
非
常
に
多
く
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

有
岡
利
幸
氏
は
「
五
山
の
漢
文
学
の
中
で
は
、
じ
つ
に
た
く
さ
ん
の
禅
僧
が

梅
に
か
か
わ
る
漢
詩
や
散
文
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
、
禅
僧
と

梅
と
の
か
か
わ
り
、
梅
の
好
尚
、
梅
見
と
詩
会
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
。
と
こ

ろ
が
、
五
山
文
学
の
研
究
史
に
お
い
て
、
梅
を
主
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
も
の

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

本
稿
は
、
五
山
文
学
に
お
い
て
、「
梅
」
に
か
か
わ
る
漢
詩
や
散
文
を
取
り

上
げ
、
五
山
の
禅
僧
た
ち
と
梅
の
関
係
に
つ
い
て
、
有
岡
利
幸
氏
が
述
べ
ら
れ

た
こ
と
に
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
付
け
加
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
梅
を
愛

し
た
中
国
の
詩
人
林
逋
に
関
わ
る
詩
を
取
り
上
げ
、
五
山
時
代
の
詩
人
の
梅
に

対
す
る
感
性
、
美
意
識
、
中
国
詩
の
受
容
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一

梅
の
好
尚

中
国
の
文
人
は
家
の
周
囲
に
梅
を
植
え
、
梅
花
を
愛
し
た
。
宋
代
の
范
成
大

に
は
『
范
村
梅
譜
』
と
い
う
梅
の
品
種
数
十
種
を
の
せ
た
著
述
が
あ
る
。
当
時

の
梅
の
品
種
や
園
芸
の
発
達
の
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

梅
が
天
下
の
と
く
に
す
ぐ
れ
た
物
で
あ
る
こ
と
は
、
賢
者
で
あ
る
と
愚

者
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
異
論
を
さ
し
は
さ
む
も
の
は
な
い
。
園
芸
を
学
ぶ

人
は
必
ず
何
よ
り
も
梅
を
植
え
る
の
を
先
に
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
多
い

こ
と
は
厭
わ
な
い
。
他
の
花
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
多
い
か
す
く
な
い

か
は
す
べ
て
か
か
わ
り
が
な
い
。
私
が
石
湖
の
玉
雪
坡
に
い
た
と
き
す
で

に
数
百
本
の
梅
が
あ
っ
た
。
近
年
ま
た
家
の
南
に
王
氏
の
借
家
七
十
軒
を

五
山
の
禅
僧
と
「
梅
」
に
つ
い
て

二
四

五
山
の
禅
僧
と
「
梅
」
に
つ
い
て

黄



買
っ
た
。
そ
れ
ら
を
す
べ
て
取
り
こ
わ
し
、
整
地
し
て
范
村
と
し
た
。
そ

し
て
そ
の
地
の
三
分
の
一
に
梅
を
植
え
た
。
呉
（
蘇
州
）
の
地
方
は
梅
を

植
え
る
の
が
と
り
わ
け
盛
ん
で
あ
る
。

日
本
の
五
山
の
禅
僧
は
中
国
の
梅
に
関
わ
る
事
情
に
詳
し
い
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
彦
龍
周
興
は
「
梅
處
斎
記
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

夫
在
六
経
之
中
、
我
未
目
梅
也
、
在
六
朝
之
先
、
我
未
耳
梅
也
、
豈
果

無
梅
乎
、
只
言
其
實
、
不
及
其
花
耳
、
梁
陳
隋
詩
賦
、
唐
宋
元
諸
公
、
連

篇
累

、
言
則
必
梅
、
而
只
言
其
花
、
不
及
實
矣
、
范
成
大
曰
、
学
圃
之

士
、
必
先
種
梅
、
且
不
厭
多
、
又
曰
、
以
范
村
三
分
之
一
地
、
與
梅
有
譜

可
考
、
以
至
和
靖
之
千
樹
、
放
翁
之
億
身
、
有
尋
而
結
社
者
、
有
愛
而
築

堂
者
、
或
構
梅
閣
、
或
架
梅
亭
、
曰
梅
軒
、
曰
梅
荘
、
不
可
勝
計
也
、

彦
龍
周
興
は
中
国
の
梁
以
後
か
ら
梅
花
を
重
視
し
、
宋
の
時
代
に
は
梅
を
愛

で
る
風
習
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

五
山
文
学
の
時
代
で
は
、
梅
を
植
え
、
そ
の
花
を
愛
で
る
こ
と
も
盛
ん
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
希
世
霊
彦
の
「
霜
松
軒
詩
並
序
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

長
禄
元
年
丁
丑
十
月
十
日
、
杉
原
伊
賀
守
賢
盛
、
有
献
一
枝
梅
於
大
相

府
君
（
足
利
義
政
）、
々
吟
賞
之
余
、
偶
得
一
句
以
告
賢
盛
、
々
自
謂
、

優
寵
蔑
加
、
弗
勝
感
戴
、
遂
装

什
襲
、
以
為
傳
家
之
寶
、

賢
盛
は
足
利
義
政
に
梅
一
枝
を
献
上
し
、
足
利
義
政
が
そ
の
梅
を
観
賞
し
、

五
山
の
禅
僧
と
「
梅
」
に
つ
い
て

二
五

詩
句
を
詠
じ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

驢
雪
鷹

は
詩
序
に
、「
景
紀
公
私
第
之
側
、
有
梅
之
野
而
連
理
者
、
公
以

紅
白
接
之
、
今
茲
移
之
於
寝
居
之
庭
外
、
以
愛
花
之
美
者
、
其
雅
思
可
覩
焉
、

因
命
予
（
驢
雪
鷹

）
作
一
絶
、
以
擬
元
人
梅
墅
云
、
」
と
述
べ
た
。
景
紀
公

は
野
の
梅
の
連
理
の
枝
に
紅
白
梅
を
移
植
し
、
自
宅
の
寝
室
の
庭
に
植
え
た
こ

と
で
、
愛
花
の
高
雅
な
情
趣
を
表
し
た
。

惟
肖
得
巖
の
「
梅
花
野
処
記
」
に
は
、「
余
嘗
與
客
、
往
造
于
梅
花
野
処
、

主
人
以
風
流
称
于
禅
林
者
也
。」
と
あ
る
。
惟
肖
得
巖
は
客
と
と
も
に
、
風
流

を
も
っ
て
禅
林
に
称
え
、
梅
花
の
野
処
に
住
む
人
の
と
こ
ろ
に
訪
れ
た
。

惟
肖
得
巖
の
「
憶
梅
齋
記
」
に
、

福
山
（
建
長
寺
）
南
叟
藏
司
、
書
斎
則
環
植
梅
花
数
株
、
盤
桓
其
間
、
瀟

洒
不

之
標
可
想
矣

予
居
京
師
也
久
、
頗
復
嗜
梅
、
候
花
時
節
、
自

輦
下
九
坊
、
至
于
洛
東
洛
西
、
無
不
周
探
以
遍
覧
焉
、

と
述
べ
て
い
る
。
惟
肖
は
建
長
寺
の
南
叟
藏
司
が
、
書
斎
の
周
囲
に
梅
花
を
植

え
、
花
樹
の
間
に
留
ま
り
、
非
常
に
瀟
洒
な
姿
を
羨
ま
し
く
思
っ
た
。
彼
自
身

は
か
な
り
梅
を
好
み
、
梅
開
花
の
と
き
京
都
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
梅
見
に
行

っ
て
い
る
。

禅
僧
の
中
で
も
萬
里
集
九
は
梅
好
き
で
、
自
分
の
庵
に
「
梅
花
無
尽
蔵
」
と

命
名
し
、
み
ず
か
ら
の
別
号
を
「
梅
花
無
尽
蔵
漆
桶
子
」
ま
た
は
「
梅
庵
」、

「
梅
庵
某
万
里
」、「
梅
花
無
尽
蔵
万
里
」、「
梅
花
無
尽
蔵
漆
桶
万
里
」、「
梅
子
」、



「
梅
子
某
」、「
梅
子
某
漆
桶
」、「
梅
某
」、「
梅
某
漆
桶
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
に

称
し
て
い
る
。
彼
は
ま
た
『
梅
花
無
尽
蔵
』
と
い
う
七
巻
の
文
書
を
も
つ
。

『
梅
花
無
尽
蔵
』
は
、
萬
里
の
詩
文
集
で
あ
り
、
そ
の
詩
数
、
千
四
百
五
十
一

首
、
文
の
数
、
百
十
一
篇
と
い
う
雄
編
で
あ
る
。
彼
の
文
集
の
中
、
そ
の
文
集

に
詠
じ
た
「
花
」
お
よ
び
名
前
が
あ
る
花
を
統
計
し
て
み
る
と
、

花

、
梅

、
菊

、
蓮

、
海
棠

、
牡
丹

、
桃

、
梨

、
杏

、

櫻

、
薔
薇

、
蘆

、
山
茶
７
、
朝
顔
６
、
水
仙
６
、
槿
３
、
芍
薬
３
、

木
犀
１
、
茜
１
、
榴
花
１
、
卯
花
１
、
藤
花
１
、
凌
宵
花
、
野
菰
１

な
ど
が
あ
る
。
多
く
の
場
合
は
「
花
」
と
詠
じ
、
ど
ん
な
花
か
不
明
で
あ
る
。

花
の
名
前
を
明
ら
か
に
す
る
場
合
で
、「
梅
」
の
名
が
見
ら
れ
る
詩
は

首
あ

り
、
他
の
花
と
比
べ
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

禅
僧
た
ち
は
梅
見
を
行
っ
た
。
梅
の
花
見
「
同
横
川
等
北
野
霊
廟
、
看
梅
」

に
よ
れ
ば
、
萬
里
は
横
川
ら
と
同
行
し
て
、
北
野
天
神
廟
で
梅
の
花
見
を
し
た
。

禅
僧
は
色
々
な
と
こ
ろ
に
観
梅
を
し
た
。
乾
峰
士
曇
の
「
探
梅
詩
軸
」
に
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。

恵
山
（
東
福
寺
）
烏
頭
子
曇
春
（
東
巖
）、
夙
根
英
發
之
児
也
、
吟
遊
之

次
、
尋
梅
於
霜
天
雪
地
、
山
北
嶺
南
、
幽
谷
之
間
、
草
棘
之
下
、
以
至
哦

林
和
靖
之
八
句
、
披
華
光
寺
之
十
圖
、
眼
想
心
思
、
無
處
不

焉
、

東
福
寺
の
東
巖
禅
僧
は
、
詩
を
吟
詠
し
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
梅
を
尋
ね
た

こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。

看
梅
（
梅
見
）
と
し
て
立
ち
木
に
咲
く
梅
花
を
禅
僧
た
ち
は
観
賞
し
て
い
た

が
、
開
花
し
た
梅
の
枝
を
室
内
に
も
ち
こ
ん
で
瓶
に
差
し
、「
浴
梅
」（
梅
を
浴

び
る
）
を
も
楽
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

禅
僧
た
ち
は
梅
を
愛
唱
し
、
高
く
評
価
さ
れ
た
。
横
川
景
三
は
「
松
竹
斎
主

墨
梅
後
序
」
で
、

天
地
之
間
、
花
可
愛
者
、
梅
莫
之
如
也
、

天
地
の
間
、
可
愛
い
花
は
、
梅
に
比
べ
る
も
の
が
な
い
と
称
え
、
ま
た
彼
は

「
梅
岩
字
説
」
と
い
う
散
文
の
中
で
、

梅
者
天
地
尤
物
也
、
養
于
氷
雪
則
村
荘
野
處
、
知
為
百
花
の
魁
、
實
于
煙

雨
則
金
盤
玉
鼎
、
知
為
百
酸
之
美
矣
、
是
以
茂
之
騰
英
之
飛
、
不
可
輿
他

草
木
同
日
而
語
也

と
述
べ
、
梅
と
い
う
も
の
は
天
地
の
間
に
お
け
る
も
っ
と
も
優
れ
た
も
の
で
あ

り
、
百
花
の
魁
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
梅
の
実
は
「
百
酸
の
美
」
と
も

称
え
ら
れ
た
。

「
十
菊
十
梅
詩
序
」
に
も
「
梅
者
天
下
尤
物
也
」
と
あ
り
、
梅
と
い
う
も
の

は
天
下
に
お
け
る
も
っ
と
も
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

正
宗
龍
統
の
「
雪
月
梅
鴛
鴦
図
」
に
「
梅
之
以
花
鳴
天
下
者
、
其
香
之
與
色

使
之
然
、
紅
白
同
香
而
如
異
色
」
と
あ
り
、
梅
は
そ
の
香
と
色
、
紅
白
の
異
色

が
あ
る
が
薫
り
は
同
じ
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
梅
花
は
天
下
の
花
と
称
え

ら
れ
て
い
る
。

五
山
の
禅
僧
と
「
梅
」
に
つ
い
て

二
六



萬
里
集
九
は
「
梅
浦
説
」
に
お
い
て
、
世
の
人
が
あ
げ
て
梅
を
賞
賛
す
る
こ

と
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

花
実
之
芬
芳
。
無
超
梅
之
者
。
豈
不
天
地
之
英
物
乎
哉
。
故
擧
世
而
愛
賞
。

于
詩
于
書
、
于
史
傳
小
説
、
掛
其
声
名
。
有
称
清
容
者
。
有
号
木
母
者
。

有
名
姑
射
神
者
。
有
喚
羅
浮
仙
者
。

萬
里
集
九
は
、
梅
の
別
称
に
清
容
、
木
母
、
姑
射
神
、
羅
浮
仙
が
あ
る
と
説

く
。
ま
た
、
梅
の
花
と
そ
の
果
実
の
芳
し
い
香
気
は
幾
千
万
と
も
し
れ
な
い
花

木
の
中
に
あ
っ
て
、
梅
を
超
え
る
も
の
は
な
い
と
誉
め
た
た
え
る
。

心
田
清
播
は
「
梅
先
生
詩
」
に
、「
夫
梅
先
生
之
稟

、
至
大
至
剛
也
、
氷

霜
以
煎
焉
、
堪
與
以
育
焉
、
故
為
百
卉
之
宗
、
而
綻
三
冬
之
交
、
其
清
高
可
知

矣
」
と
、
梅
を
清
高
な
先
生
と
称
え
、
そ
の
凛
然
剛
強
の
性
質
を
も
っ
て
、
百

花
の
宗
と
な
る
と
賛
美
し
た
。

禅
僧
た
ち
は
梅
の
詩
会
を
行
っ
た
。
あ
る
日
、
横
川
、
桃
源
、
景
除
、
實
澄

な
ど
四
人
は
詩
を
詠
じ
た
。
横
川
景
三
の
「
菊
後
話
梅

会
小
倉
私
宅
」
に
、

そ
の
四
人
の
詩
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
横
川
の
「
樽
前
一
酔
無
儒
佛
、
笑
摺
袈

裟
話
早
梅
」
詩
句
に
よ
っ
て
、
禅
僧
た
ち
は
笑
っ
て
、
酔
っ
て
、
儒
佛
を
忘
れ
、

早
梅
の
話
ば
か
り
を
し
た
。
景
徐
の
詩
句
「
口
不
言
梅
死
不
休
」
に
よ
れ
ば
、

梅
を
言
わ
な
い
人
生
は
な
ん
と
惜
し
い
も
の
か
と
い
う
愛
梅
の
心
を
現
し
た
。

禅
僧
た
ち
は
ど
ん
な
梅
の
話
を
し
た
か
不
明
だ
が
、
そ
の
「
十
梅
」
の
詩
に
、

早
梅
、
氷
梅
、
野
梅
、
水
梅
、
月
梅
、
官
梅
、
紅
梅
、
残
梅
、
夢
梅
、
畫
梅
な

五
山
の
禅
僧
と
「
梅
」
に
つ
い
て

二
七

ど
梅
の
さ
ま
ざ
ま
様
相
を
示
し
た
。
ま
た
南
禅
大
道
和
尚
を
追
悼
す
る
た
め
に

六
十
四
名
の
禅
僧
が
「
大
道
一
以
追
悼

軸
」
を
作
っ
た
が
、
そ
の
中
で
は
、

落
梅
、
大
梅
（
法
常
）、
塩
梅
、
一
朶
梅
、
雪
中
梅
、
松
竹
梅
、
雨

梅
、
暗

香
動
月
一
枝
梅
、
外
梅
、
満
庭
梅
、
廬
能
（
六
祖

能
）
一
夜
宿
黄
梅
、
月
下

梅
、
野
梅
、
瓶
梅
、
半
樹
梅
、
楊
梅
、
老
梅
、
酢
梅
、
残
梅
、
五
更
梅
、
止
渇

梅
、
一
株
梅
、
畫
十
梅
、
嶺
南
梅
、
屋
里
梅
、
何
處
梅
、
二
月
梅
、
逋
梅
、
疎

影
横
斜
處
士
（
林
逋
）
梅
、
墻
角
梅
、
烏
梅
、
蘖
與
梅
、
爍
迦
羅
眼
視
梅
々
、

手
種
梅
、
紅
白
梅
、
柳
梅
、
厄
棗
梅
、
妙
喜
（
大

宗
杲
）
在
衡
梅
、
十
科
梅
、

台
梅
、
去
年
梅
、

似
鶴
兮
清
似
梅
、
嶺
頭
梅
、
御
苑
梅
、
黄
梅
山
上
梅
、
五

葉
梅
、
墓
門
梅
、
人
々
造
次
必
於
梅
、
西
湖
雪
後
梅
、
含
章
貼
額
梅
、
一
村
梅
、

帯
酸
梅
、
月
在
梅
、
玉
梅
、
標
有
梅
、
雪

梅
、
烟
塢
梅
、
隴
梅
、
暗
香
梅
、

醤
梅
、
禹
廟
大
梁
元
是
梅
、
微
粲
梅
、
一
度
春
風
一
度
梅
、
青
梅
な
ど
の
詩
語

が
あ
り
、
禅
僧
た
ち
の
詩
に
詠
ま
れ
た
梅
の
様
相
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
「
逋
梅
」、「
疎
影
横
斜
處
士
（
林
逋
）
梅
」、「
西
湖
雪
後
梅
」、「
暗
香
動

月
一
枝
梅
」
は
皆
中
国
の
詩
人
林
逋
に
関
わ
る
。
五
山
の
禅
僧
が
な
ぜ
林
逋
と

林
逋
が
住
む
西
湖
を
詠
む
の
か
、
彼
の
詩
句
を
借
用
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
次

に
究
明
し
た
い
。

二

梅
と
林
逋

『
中
国
の
愛
の
花
こ
と
ば
』
と
い
う
本
で
、
中
村
公
一
氏
は
、「
古
来
中
国
に



は
愛
梅
家
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
数
多
く
い
る
。
た
と
え
ば
六
朝
時
代
の
梁
（
六

世
紀
）
の
詩
人
と
し
て
有
名
な
何
遜
は
、
か
つ
て
楊
州
（
現
在
の
楊
州
市
）
の

役
人
を
し
て
い
た
が
、
官
舎
の
前
に
あ
っ
た
み
ご
と
な
梅
の
樹
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

わ
ざ
わ
ざ
願
い
出
て
再
び
同
じ
土
地
の
役
目
に
就
け
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
そ

の
ほ
か
孟
浩
然
や
范
成
大
な
ど
梅
を
愛
し
た
人
士
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
が
、

か
の
国
第
一
番
の
愛
梅
家
は
と
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
は
な
ん
と
い
っ
て
も
北

宋
の
詩
人
・
林
逋
（
和
靖
）
を
あ
げ
な
く
て
は
な
る
ま
い
」
と
述
べ
た
。

惟
肖
得
巖
の
「
梅
隠
軒
叙
」
に

某
上
人
、
雅
志
沖
澹
、
企
思
乎
言
詩
、
或
者
以
梅
隠
二
字
、

孤
山
処

士
林
君
複
、
最
愛
茲
花
蝉
蛻
軒
冕
之
市
、
鳳
鳴
湖
山
之
陽
、
賦
八
篇
以
託

音
、
拒
徴
命
以
全
節
、
故
其
人
之
與
花
、

馥
乎
一
時
、
流
芳
於
千
載
、

盖
梅
隠
于
古
而
見
于
今
、
君
複
隠
諸
身
而
彰
諸
名
矣
、
上
人
景
慕
、
其
在

此
耶
、

と
述
べ
て
い
る
。
あ
る
禅
僧
は
、
高
雅
で
淡
白
、
詩
に
思
い
尽
く
、
梅
隠
と
号

し
た
。
彼
は
、
君
山
の
林
逋
は
梅
花
を
愛
し
、
湖
山
に
隠
居
し
詩
を
吟
じ
、
仕

官
も
せ
ず
節
を
全
た
こ
と
を
、
敬
慕
す
る
。
林
逋
と
花
は
千
載
に
流
芳
す
る
と

称
え
た
。

中
国
文
人
の
中
、「
仙
」
は
最
高
の
美
称
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
李
白
一
人

は
「
太
白
金
星
」
の
転
生
と
言
い
伝
え
、「
仙
人
」
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の

五
山
の
禅
僧
は
林
逋
を
「
仙
人
」
と
称
え
た
。
南
江
宗
元
「
早
梅
和
韻
十
首
」

「
逋
仙
曾
托
主
林
神
」
林
逋
は
逋
仙
と
称
し
た
。
乾
峰
士
曇
「
閑
居
対
瓶
梅
」

に
「
千
思
萬
想
西
湖

逋
仙
仙
去
今
何
在
」
と
述
べ
て
、
西
湖
梅
、
逋
仙
に
対

す
る
憧
れ
を
表
し
た
。
ま
た
横
川
景
三
は
「
松
有
陶
令
（
陶
淵
明
）、
梅
有
補

仙
（
林
逋
）
」
と
言
い
、
林
逋
を
逋
仙
と
称
え
た
。
江
西
龍
派
の
「
梅

五

首
」）
其
の
一
「
逋
仙
仙
去
」、
其
の
五
「
逋
仙
仙
去
後
」
に
も
林
逋
は
逋
仙
と

称
え
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
五
山
の
禅
僧
が
敬
慕
し
、
仙
人
と
し
た
林
逋
（
九
六
七

一
〇
二

八
）
は
、
字
は
君
復
で
あ
る
。
銭
塘
（
浙
江
省
杭
州
市
）
の
人
で
、
幼
く
し
て

父
を
失
い
、
苦
学
し
た
。
は
じ
め
江
淮
（
江
蘇
・
安
徽
両
省
の
あ
た
り
）
を
漫

遊
、
の
ち
杭
州
に
戻
り
、
西
湖
の
ほ
と
り
の
孤
山
に
隠
居
し
た
。
一
生
涯
を
通

し
て
仕
官
せ
ず
、
ま
た
妻
帯
せ
ず
、
梅
を
植
え
、
鶴
を
飼
い
、「
梅
妻
鶴
子
」

と
称
せ
ら
れ
た
。
范
仲
淹
、
梅
堯
臣
ら
と
詩
の
応
酬
を
し
て
い
る
。
行
書
や
画

に
も
た
く
み
で
あ
っ
た
。
没
後
、
和
靖
先
生
と
謚
さ
れ
て
い
る
。『
林
和
靖
詩

集
』
が
あ
る
。
林
逋
の
代
表
作
は
、
七
律
「
山
園
小
梅
」
で
あ
る
。「
山
園
」

は
、
作
者
が
隠
棲
し
て
い
た
孤
山
の
ふ
も
と
の
庭
園
。
こ
の
詩
が
世
に
出
て
か

ら
、
中
国
で
梅
の
花
を
詠
ず
る
風
潮
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
た
。

衆
芳
揺
落
独
暄
妍
、
占
尽
風
情
向
小
園
、
疎
影
横
斜
水
清
浅
、
暗
香
浮
動

月
黄
昏
、
霜
禽
欲
下
先
偸
眼
、
粉
蝶
如
知
合
断
魂
、
幸
有
微
吟
可
狎
、
不

須
檀
板
与
金
尊
。

ま
ず
他
の
花
が
み
な
散
っ
た
後
に
ひ
と
り
咲
く
梅
の
様
子
を
詠
じ
、
あ
と
で

五
山
の
禅
僧
と
「
梅
」
に
つ
い
て

二
八



梅
の
枝
と
香
り
を
描
く
。
そ
し
て
鳥
や
蝶
も
梅
の
美
し
さ
に
注
目
す
る
様
子
を

描
く
。

岩
城
秀
夫
氏
の
『
中
国
人
の
美
意
識
』
に
「
こ
の
詩
が
宋
の
詩
人
の
美
意
識

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
詩
話
の
類
で
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
宋
の
黄
大
輿
が
梅
に
関
す
る
詞
を
集
め
て
編
ん
だ

『
梅
苑
』
十
巻
に
、
林
逋
の
詩
句
を
援
用
し
た
作
の
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
も

明
ら
か
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
ま
た
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
集
部

詞
曲
類
の
部
に
、

昔
、
屈
宋
偏
陳
香
草
、
独
不
及
梅
、
六
代
及
唐
、
篇
什
亦
寥
寥
可
数
、
宋

人
始
重
此
花
、
人
人
吟
詠
、

の
言
葉
を
引
用
し
、「
六
代
及
び
唐
の
篇
什
が
寥
寥
と
し
て
数
す
く
な
い
と
い

う
の
は
、
や
や
強
調
に
す
ぎ
る
と
し
て
も
、
梅
花
が
宋
人
に
大
そ
う
愛
好
さ
れ

た
こ
と
は
、
こ
れ
を
詠
じ
た
詩
篇
の
多
い
こ
と
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
さ

ら
に
い
え
ば
、
総
じ
て
宋
人
は
唐
人
に
比
べ
て
、
梅
花
に
目
を
近
づ
け
、
細
や

か
な
愛
情
で
接
し
て
い
る
と
い
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

日
本
の
五
山
の
禅
僧
に
は
梅
花
を
詠
じ
た
詩
篇
の
数
が
非
常
に
多
く
あ
る
こ

と
は
先
に
述
べ
た
が
、
そ
の
梅
詩
の
中
で
し
ば
し
ば
林
逋
を
詠
じ
、
称
え
る
こ

と
は
、
一
つ
の
特
徴
と
い
え
る
。
以
下
に
林
逋
を
称
え
た
例
を
挙
げ
る
。

正
宗
龍
統
は
「
逋
仙
梅
屋
扇
面
」
の
詩
に
林
逋
を
逋
仙
と
称
し
、

顧
梅
之
為
梅
、
雖
云
處
處
皆
梅
、
至
乎
西
湖
始
是
梅
也
、
梅
之
有
遭
、
未

五
山
の
禅
僧
と
「
梅
」
に
つ
い
て

二
九

有
盛
於
此
矣
、
人
皆
只
知
杭
州
之
以
西
湖
為
眉
目
、
而
不
知
天
地
之
以
逋

仙
梅
為
眉
目
、
知
者
其
誰
與
、
河
清
（
祖
瀏
）
始
言
之
。

と
述
べ
た
。
林
逋
が
西
湖
に
植
え
た
梅
を
「
本
の
梅
」、「
天
地
の
目
」
と
称
え

て
い
る
。

季
弘
大
叔
の
「
西
湖
図
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

西
湖
以
梅
而
重
焉
、
梅
以
和
靖
而
重
焉
、
横
斜
浮
動
之
香
影
也
、
享
自
然

之
新
昼
也
、
天
地
開
闢
以
来
、
雖
有
此
梅
、
而
無
和
靖
則
梅
不
能
以
為
梅

也
、
西
湖
只
是
一
野
水
而
已
、
和
靖
何
人
也
、
能
定
梅
花
乎
九
鼎
之
重
也
、

倍
西
湖
乎
連
城
璧
價
也
、
梅
花
若
有
意
、
則
其
築
麟
閣
以
像
和
靖
于
昏
月

之
中
乎
、
蘇
東
坡
曰
、
西
湖
杭
之
眉
目
也
、
惜
哉
此
論
矣
、
其
謂
天
下
之

眉
目
、
則
可
乎
、
戯
代
梅
花
而
西
湖
之
餘
蘊
云
、

我
曾
湖
上
問
逋
仙
、
的

梅
花
一
粲
然
、
今
日
披

三
笑
處
、
楼
台
彷
彿

六
橋
前
、

こ
こ
に
も
林
逋
を
逋
仙
と
称
え
、
林
逋
が
西
湖
の
梅
を
愛
し
た
為
、
天
下
の

人
々
も
梅
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
林
逋
の
梅
の
詩

は
、
日
本
の
五
山
文
学
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

林
逋
の
梅
を
日
本
の
禅
僧
が
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
例
を
次
に
挙
げ
る
。
萬

里
集
九
の
「
貼
西
湖
梅
詩
序
」
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

丙
午
小
春
。
余
入
相
州
金
澤
稱
名
律
寺
。
西
湖
梅
以
未
開
為
遺
恨
。
富
士

則
本

之
山
。
而
斯
梅
則
支

之
名
産
也
。
唯
見

蕾
。
而
雖
未
見
其
花
。



豈
非
東
遊
第
一
奇
觀
乎
哉
。
金
澤
盖
先
代
好
事
之
庄
。
属
南
舶
移
杭
州
西

湖
之
梅
花
於
稱
名
之
庭
背
。
以
西
湖
呼
之
。

巨
幅
山
有
識
面
。
丁
末

之
春
。
摘
其
花
数
十
片
。
為
一
包
見
恵
焉
。
己
酉
夏
五
。
余
皈
濃
之
舊
廬
。

奉
献
彼
一
包
於
春
澤
梅
心
翁
。
々
借
余
手
描
枝
條
貼
其
花
。

こ
の
詩
の
序
文
に
よ
る
と
、
萬
里
集
九
は
、
金
沢
の
称
名
寺
で
西
湖
か
ら
も

た
ら
し
た
林
逋
の
梅
を
見
た
が
、
未
だ
蕾
で
花
を
開
い
て
い
な
か
っ
た
。
残
念

が
っ
て
い
る
と
、
の
ち
に
建
長
寺
の
知
人
が
、
そ
の
花
び
ら
を
つ
み
、
一
包
に

し
て
く
れ
た
。
万
里
は
こ
れ
を
大
切
に
持
ち
帰
り
、
承
国
寺
の
春
沢
梅
心
翁
に

差
し
上
げ
た
。
梅
心
は
万
里
に
梅
の
枝
を
描
か
せ
、
こ
れ
に
そ
の
花
び
ら
を
貼

り
つ
け
さ
せ
た
と
い
う
。
萬
里
集
九
の
林
逋
の
梅
に
は
西
湖
の
梅
に
対
す
る
慕

情
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

五
山
の
時
代
に
は
林
逋
の
画
像
が
あ
り
、
そ
の
画
像
に
賛
詩
を
つ
け
る
風
習

が
あ
っ
た
。
以
下
は
五
山
の
僧
の
林
逋
に
対
す
る
賛
詩
の
例
で
あ
る
。

横
川
景
三
は
林
逋
の
画
像
の
賛
詩
四
首
を
作
っ
た
。「
和
靖
軸
賛
」
は

西
湖
自
古
以
梅
鳴
。
処
士
宅
前
千
樹
横
。
山
落
波
心
三
百
寺
。
袈
裟
影
傍

釣
舩
行
。

と
、
西
湖
は
古
来
梅
を
以
て
有
名
に
な
り
、
林
逋
の
宅
前
に
は
千
株
の
梅
樹
が

あ
る
。
山
と
多
く
の
寺
の
影
が
湖
に
落
ち
、
僧
人
は
釣
り
船
に
い
る
と
述
べ
て

い
る
。

萬
里
集
九
に
は
和
靖
（
林
逋
の
謚
号
）
の
畫
像
の
賛
詩
二
首
が
あ
り
、
梅
花

の
景
色
を
称
え
た
。「
題
和
靖
畫
軸

梅
外
有
遠
山
」
は

湖
水
堂
前
春
一
湾
。
梅
花
不
負
主
人
顔
。
全
雖
封
禅
無
遺
草
。
黛
色
朝
来

対
遠
山
。

と
、
春
さ
き
、
湖
水
邊
、
美
し
く
咲
い
て
い
る
梅
花
が
あ
る
和
靖
宅
の
景
色
を

描
い
た
。

希
世
霊
彦
の
詩
に
も
、
林
逋
の
画
像
を
題
し
た
賛
詩
が
多
く
、
林
逋
の
生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
が
現
れ
て
い
る
。「
和
靖
放
鶴
図
」、「
和
靖
愛
梅
図

焼

画
」、「
和
靖
回
棹
図
」、「
和
靖
看
梅
図
」、「
題
和
靖
隠
廬
招
湖
上
故
人
」、「
梅

下
和
靖
」、「
和
靖
梅
邊
覧
句
図
」、「
和
靖
石
上
吟
坐
図
」、「
和
靖
雪
裏
看
梅

図
」、「
和
靖
雪
朝
詩
興
図
」、「
和
靖
雪
後
看
梅
図
」、「
和
靖
湖
上
帰
櫂
図
」、

「
和
靖
暮
帰
図
」
な
ど
の
詩
が
あ
る
。

希
世
霊
彦
に
は
、
林
逋
画
像
の
賛
詩
で
は
な
く
、
林
逋
本
人
の
賛
詩
「
賛
林

和
靖
」
が
あ
る
。

跨
鶴
升
仙
五
百
霜
、
孤
山
々
下
月
荒
涼
、
身
前
身
後
風
流
絶
、
名
在
梅
花

枝
上
香
、

と
述
べ
、
林
逋
は
仙
人
に
な
っ
て
空
に
上
り
、
も
う
五
百
年
を
過
ぎ
去
っ
て
、

孤
山
は
月
の
下
に
で
い
か
に
荒
涼
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
、
彼
の
名
前
は
梅
と
共

に
香
り
、
風
流
さ
は
絶
頂
だ
ろ
う
と
想
像
し
た
。

柏
厳
継
趙
の
「
林
和
靖
賛
」
は

梅
邊
携
杖
老
林
逋
、
鶴
逐
童
来
不
待
呼
、
香
影
一
聯
句
成
後
、
人
間
風
月

五
山
の
禅
僧
と
「
梅
」
に
つ
い
て

三
〇



属
西
湖
、

と
、
梅
の
傍
に
杖
を
携
え
、
年
を
取
っ
た
林
逋
は
、
鶴
と
童
子
と
共
に
居
る
。

彼
は
「
疎
影
暗
香
」
と
い
う
詠
梅
詩
句
を
作
っ
た
後
、
人
間
の
風
月
は
西
湖
に

属
し
た
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

瑞
渓
周
鳳
の
「
和
靖
愛
梅

有
童
鶴
」
は

咸
平
高
士
一
林
逋
、
身
住
孤
山
徳
不
孤
、
仙
客
昂
然
清
客
粲
、
共
童
侍

立
満
三
隅
、

と
、
咸
平
高
士
一
の
林
逋
は
、
孤
山
に
住
ん
で
い
る
が
、
徳
の
盛
名
が
あ
り
、

仙
客
と
し
て
の
鶴
と
清
客
と
言
わ
れ
る
梅
と
童
子
は
、
共
に
い
る
と
述
べ
た
。

天
隠
龍
澤
の
「
和
靖
像
」
は

天
到
咸
平
生
偉
才
、
詩
如
東
野
字
西
臺
、
酔
餘
獨
愛
湖
邊
宅
、
封
禅
無
書

唯
有
梅
、

と
、
咸
平
の
時
生
れ
た
天
才
和
靖
は
、
詩
が
東
野
の
如
く
字
が
西
臺
の
如
く
、

酒
に
酔
っ
て
西
湖
湖
邊
の
宅
を
特
に
愛
し
、
仕
官
に
興
味
無
く
唯
梅
好
き
だ
と

述
べ
て
い
る
。

江
西
龍
派
の
「
賛
林
和
靖
」
は

夷
（
伯
夷
）
齋
（
叔
齋
）
名
節
典
刑
存
、
吾
愛
吾
廬
湖
上
村
、
西
祀
東
封

混
一
外
、
梅
花
世
界
鶴
乾
坤
、

と
、
林
逋
は
西
湖
の
村
の
廬
を
愛
し
、
仕
官
す
る
こ
と
に
は
関
心
が
無
く
、
梅

花
と
鶴
は
彼
の
す
べ
て
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

五
山
の
禅
僧
と
「
梅
」
に
つ
い
て

三
一

心
田
清
播
の
「
賛
和
靖
」
に
は

處
士
清
高
獨
絶
倫
、
梅
花
気
骨
鶴
精
神
、
当
時
儻
逐
東
封
駕
、
山
緑
湖
光

孤
負
人
、

と
、
林
逋
の
清
高
、
梅
花
の
気
骨
、
鶴
の
（
飄
逸
）
精
神
を
称
え
た
。

以
上
の
よ
う
な
林
逋
を
主
題
と
す
る
詩
は
『
五
山
文
学
新
集
』
に

首
が
あ

り
、
中
国
の
詩
人
を
称
え
る
賛
詩
の
中
で
は
最
も
多
い
。
そ
の
中
で
、
よ
く
詠

ま
れ
た
題
材
を
数
え
て
見
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

梅
花

、
梅

、
鶴

、
童
子

、
雪
９
、
孤
山
８
、
湖
８
、
西
湖
７
、
湖

山
７
香
７
、
處
士
４
、
詩
４
、
春
４
、
月
４
、
徴
書
３
、
封
禅
３
、
籬
３
、
仙

２
林
逋
と
梅
が
結
び
つ
け
て
よ
く
詠
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
梅
は
綺
麗
な
西

湖
、
孤
山
と
い
う
風
景
に
お
い
て
、
雪
や
月
な
ど
と
組
み
立
て
ら
れ
、
そ
の
美

し
い
自
然
の
中
、
ま
た
伝
説
の
中
で
、
仙
人
の
乗
る
白
鶴
、
天
真
な
童
子
と
と

も
に
詠
ま
れ
た
。
高
潔
な
林
逋
は
ま
る
で
仙
人
の
よ
う
に
見
え
た
だ
ろ
う
。
林

逋
の
梅
の
詩
は
、
日
本
の
五
山
の
禅
僧
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
梅
の
詩

を
よ
く
詠
む
よ
う
に
な
っ
た
一
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

五
山
の
禅
僧
の
多
く
は
、
詩
文
の
中
で
梅
に
関
わ
っ
た
。
彼
ら
の
作
っ
た
詩

文
に
よ
っ
て
、
禅
僧
は
梅
を
植
え
、
梅
を
観
賞
し
、
詩
を
詠
ん
だ
。
禅
僧
は
梅



を
愛
し
、「
梅
は
天
下
の
尤
物
」、「
百
花
の
魁
」
な
ど
と
讃
え
た
。
こ
の
こ
と

は
、
中
国
の
詩
人
林
逋
の
梅
の
詩
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
梅
を
妻
ほ
ど

に
愛
し
た
林
逋
が
持
つ
高
潔
さ
、
神
秘
さ
に
触
れ
た
。
ま
た
彼
が
西
湖
の
水
、

山
、
鶴
、
月
な
ど
が
構
成
し
た
水
墨
画
の
美
し
さ
の
中
に
梅
を
詠
み
込
ん
だ
詩

を
鑑
賞
し
、
ま
る
で
、
仙
境
の
よ
う
な
美
の
世
界
を
感
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
林
逋
の
梅
の
詩
が
、
日
本
の
五
山
の
禅
僧
が
梅
の
詩
を
愛
す
る
一
つ
の
契
機

を
与
え
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

注

有
岡
利
幸
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史

梅
』、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
九
年

月
。

佐
藤
武
敏
編
訳
『
中
国
の
花
譜
』、
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
九
月
。

彦
龍
周
興
「
半
陶
文
集
二
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
巻
、
一
〇
五
三
頁
。

希
世
霊
彦
「
村
庵
藁
」
中
『
五
山
文
学
新
集
』
第
二
巻
、
三
九
〇
頁
。

驢
雪
鷹

驢
雪
藁
」『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
二
、
一
七
一
頁
。

惟
肖
得
巖
「
東
海

華
集
三
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
二
巻
、
七
五
三
頁
。

同
上
、
七
五
三
頁
。

『
梅
花
無
盡
藏
注
釋
』
第
一
冊
、
二
七
頁
。

乾
峰
士
曇
「
乾
峰
和
尚
語
録
二
」『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
一
、
四
三
一
頁
。

横
川
景
三
「
輔
庵
京
華
別
集
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
一
巻
、
五
五
三
頁
。

横
川
景
三
「
小
補
東
遊
後
集
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
一
巻
、
一
〇
七
頁
。

「
建
長
寺
龍
源
菴
所
藏
詩
集
二

十
菊
十
梅
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
三
巻
、
六
七

一
頁
。

正
宗
龍
統
「
禿
尾
長
柄
帚
下
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
巻
、
一
〇
七
頁
。

『
梅
花
無
尽
蔵
』
第
六
冊
、
二
九
五
頁
。

心
田
清
播
「
心
田
詩
藁
」『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
一
、
八
九
一
頁
。

横
川
景
三
「
小
補
東
遊
集
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
一
巻
、
五
十
二
頁
。

「
建
長
寺
龍
源
菴
所
藏
詩
集
二

十
菊
十
梅
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
三
巻
、
五
七

三
頁
。

「
詩
軸
別
成
」『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
一
、
九
八
〇
頁
。

中
村
公
一
『
中
国
の
愛
の
花
こ
と
ば
、
草
思
社
、
二
〇
〇
二
年
十
月
、
二
九
頁
。

惟
肖
得
巖
「
東
海

華
集
三
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
二
巻
、
八
〇
六
頁
。

南
江
宗
元
「
南
江
宗
元
作
品
拾
遺
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻
、
二
五
八
頁
。

「
乾
峰
和
尚
語
録
五
」『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
一
、
六
三
三
頁
。

横
川
景
三
「
輔
庵
京
華
新
集
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
一
巻
、
七
一
二
頁
。

江
西
龍
派
「
續

詩
集
」『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
、
三
二
〇
頁
。

岩
城
秀
夫
『
中
国
人
の
美
意
識
』
創
文
社
、
一
九
九
二
年
三
月
、
八
一
頁
。

正
宗
龍
統
「
禿
尾
長
柄
帚
下
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
巻
、
一
一
三
頁
。

季
弘
大
叔
「
松
山
序
等
諸
師
雑
稿
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻
、
三
四
七
頁
。

『
梅
花
無
盡
藏
注
釋
』
第
四
冊
、
一
九
八
頁
。

横
川
景
三
「
補
庵
京
華
新
集
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
一
巻
、
六
六
六
頁
。

『
梅
花
無
盡
藏
注
釋
』
第
一
冊
、
四
四
七
頁
。

希
世
霊
彦
「
村
庵
藁
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
二
巻
、
四
九
九
頁
。

柏
厳
継
趙
「
水
南
詩
集
」「
建
長
寺
龍
源
菴
所
藏
詩
集
二
邵
庵
老
人
詩
」『
五
山
文

学
新
集
』
第
三
巻
、
六
〇
八
頁
。

瑞
渓
周
鳳
「
臥
雲
藁
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
五
巻
、
五
一
四
頁
。

天
隠
龍
澤
「
黙
雲
藁
」『
五
山
文
学
新
集
』
第
五
巻
、
一
一
〇
四
頁
。

江
西
龍
派
「
續

詩
集
」『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
、
二
〇
二
頁
。

心
田
清
播
「
聴
雨
外
集
」『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
一
、
六
七
一
頁
。

五
山
の
禅
僧
と
「
梅
」
に
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希
世
霊
彦
の
詩
以
外
、
横
川
景
三
「
題
和
靖
像
」・「
畫
賛

和
靖
（
林
逋
）」・

「
和
靖
（
林
逋
）
賛

走
筆
」、
萬
里
集
九
「
題
和
靖
圖
」、
惟
肖
得
巖
「
賛
和
靖
先

生
」、
柏
厳
継
趙
「
和
靖
梅
」、
彦
龍
周
興
「
賛
林
和
靖
」、
蘭
坡
景

題
和
靖
像
」、

瑞
渓
周
鳳
「
和
靖
像

有
指
物
之
形
、
童
侍
後
携
梅
」、
江
西
龍
派
「
題
和
靖
宅
」、

「
題
和
靖
愛
梅
図
」、
心
田
清
播
「
和
靖
愛
梅
図
」、
天
章
澄

「
和
靖
畫
像
」、「
和

靖
遊
湖
寺
圓
」
な
ど
が
あ
る
。

五
山
の
禅
僧
と
「
梅
」
に
つ
い
て

三
三


